
決算説明会

－注意事項－
本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答には、将来に関する見通し、期待、
判断、計画あるいは戦略が含まれています。この将来予測に基づく記載や発言は、為替変動、製品に
対する需要変動、各種モータの開発・生産能力、関係会社の業績及びその他のリスクや不確定要素
を含みます。本プレゼンテーション及び引き続き行われる質疑応答の際の回答に含まれる全ての将来
的予測に基づく記載や発言は、プレゼンテーションの日に入手可能な情報に基づいており、私達は、法
令に定めのある場合を除き、このような将来予測に基づく記載や発言を更新する義務を負いません。ま
た、この記載や発言は、将来の実績を保証するものではなく、実際の結果が、私達の現在の期待とは、
実体的に異なる場合があります。このような違いには、多数の要素が原因となり得ます。これらの要素や
リスクについては当社の継続開示及び適時開示等の記載をご覧ください。



（百万円）
21年度

第1四半期
22年度

第1四半期
増減率 22年度

通期見込

売上高 447,470 540,369 +20.8% 2,100,000

営業利益 44,555 44,660 +0.2% 210,000

営業利益率 10.0% 8.3% - 10.0%

税引前利益 43,752 56,989 +30.3% 206,000
親会社の所有者に帰属する

四半期利益 33,451 41,321 +23.5% 165,000

一株利益（円） 57.14 71.50 +25.1% 286.16

対米ドル為替レート
平均・・・
期末・・・

109.49円
110.58円

129.57円
136.68円

+18.3%
+23.6%

＜想定レート＞
米ドル=110円
ユーロ=125円

(2Q以降想定レート)

連結決算業績







2022年度1Q決算ハイライト



為替
変動

家電・商業・
産業用

機器装置 電子・光学、
その他

為替
変動

精密小型
モータ

機器装置 電子・光学、
その他

全社費用

精密小型
モータ

4,475

+240
+34

446

車載

家電・商業・
産業用

車載

+87

+9

5,404

447

構造改革
費用

+1+45

+25+672

▲50

2022年度1Ｑの前年同期比増減分析

FY21・1Q
（実績）

FY22・1Q
（実績）

FY21・1Q
（実績）

FY22・1Q
（実績）

▲42

+8▲21 ▲19
▲59

5,110
5,404

FY21・4Q
（実績）

為替
変動

家電・商業・
産業用

機器装置 電子・光学、
その他

FY22・1Q
（実績）

精密小型
モータ

車載

2022年度1Ｑの直前四半期比増減分析

+418
+88

▲18 ▲99 ▲99

+3

為替
変動

精密小型
モータ

機器装置 電子・光学、
その他

全社費用

369

家電・商業・
産業用

車載

+28

447

構造改革
費用

+2+19

FY21・4Q
（実績）

FY22・1Q
（実績）

▲41 ▲4+10

+51 +13



中期戦略目標
Vision 2025
中期戦略目標
Vision 2025

1973 1990 2000 2014 2020 2022 2025 2030 2040 2050 X年

【創業期】 100年を超えて成⾧し続ける
グローバル企業へ

2023 創業50周年 2073 創業100周年

真のグローバル企業に向けた
体制作り

連結売上高1兆円企業に向けた
事業ポートフォリオの確立

連結売上高10兆円超企業に向けた
ビジネスモデル変革

連結売上高
1兆円突破

Vision2025

1973 4名で創業

2003 本社ビル

【基盤形成期】

連結売上高
4兆円（目標）

【 】
創業経営者のリーダーシップによる基盤形成期を経て、次世代経営者による新体制へと脱皮

 Vision2025 : 更なる変革、Visionを手繰り寄せる経営!

10兆円
（目標）

連結売上高
2.1兆円（目標）



4,249 4,176 

7,866 

2,890 

4,480 

2,713 2,834 

1,756 

2021年度
売上高:1兆9,182億円

2025年度
売上高:4兆円

精密小型モータ 車載 家電・商業・産業用 その他の製品グループ

（売上高:億円） （売上高:億円） （売上高:億円）

2015年度
売上高:1兆1,783億円

成⾧事業への積極投資による高い成⾧率を実現

 Vision2025 中期戦略目標の骨子:事業ポートフォリオマネジメント

8,000 

13,000 13,000 

6,000 

6,000
億円

【自律成⾧】
（目標）

1兆円
【自律成⾧】
（目標）

1兆円
【自律成⾧】
（目標）

4,000
億円

【自律成⾧】
（目標）

新規M&Aを
含めた上乗せ
（挑戦目標）

（目標）

CASE革命による旺盛な電動化需要を待ち伏せし世界No.1の車載ハードウェア企業を目指す

Vision2025

車載:高成⾧への打ち手

（売上高:億円）

（目標）











車載:当社E-Axle搭載車種の販売状況

当社E-Axle（トラクションモータシステム）採用車種の販売台数は、累計で約418千台超

（台数）

広州
尼得科

日本電産
自動車ﾓｰﾀ
（淅江）

Nidec PSA 
emotors（予）

Nidec Electric 

（予）

Nidec Electric 
Motor Serbia

（予）

車載:E-Axle事業収益化の道筋

FY22上期中にE-Axle第2世代を市場投入予定。FY23単年黒字化に向かって着実に前進

日本電産
東測淅江

日本電産
（大連）

Nidec
Elesys
Europe
（予）* *







E-Axle
ﾌﾗｯｸﾞｼｯﾌﾟ

（予）



E-Axleフラッグシップ工場では組立の他、部品事業も集約したEV専用一貫生産を目指す

*

車載:E-Axleの生産能力増強計画

*

FY30売上高10兆円体制下における半導体戦略の立案・推進を視野に設立






半導体戦略:半導体ソリューションセンター*
1

*1

* 2

*2
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車載:四半期別業績推移

原材料高騰や中国ﾛｯｸﾀﾞｳﾝ影響が足許収益圧迫も、売価反映・原価低減で需要回復に備える

【売上高の推移】 【営業利益額と営業利益率の推移】

*

56,797 

92,338 

106,873 
102,067 

97,747 99,450 
103,921 

116,525 113,280 

0

30,000

60,000

90,000

120,000
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（売上高:百万円）
*

＜車載＞ ＜車載オーガニック＞

（営業利益率:%）

*
（営業利益:百万円）

（売上高:億円）

精密小型モータ:セグメント内の事業ポートフォリオ転換を加速

2輪車・小型車分野でも電動化へのパラダイムシフトが急速に進展中。順調に受注を獲得

Vision2025

（目標）




*

*



37,043 
47,163 

32,211 27,612 23,037 26,403 27,419 21,924 20,923 

67,375 
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84,279 
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精密小型モータ:四半期別業績推移

HDD用モータ市場の構造変化のなか、事業ポートフォリオの転換を断行中

（売上高:百万円） （営業利益率:%）

（売上高:億円）

海外事業の構造改革を着実に実行しつつ、家電・商業・産業用は新たな成⾧ステージへ

Vision2025

家電・商業・産業用:高成⾧への打ち手

（目標）









家電・商業・産業用:四半期別業績推移

欧州需要減や原材料価格高騰による足許逆風は継続も収益性15%達成への活動は継続中

【売上高の推移】
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【営業利益額と営業利益率の推移】

（売上高:百万円） （営業利益:百万円） （営業利益率:%）

＜家電・商業・産業用＞ ＜内、海外子会社群＞

その他の製品グループ:日本電産シンポ（機械事業グループ）

FY30売上高目標を1兆円と定め、高収益性を伴う新たな成⾧の柱として総力を挙げ育成する










その他の製品グループ:四半期別業績推移

その他の製品グループの営業利益率はFY21以降、15%超の水準で安定推移

15.3% 14.6%
16.8%
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17.4% 18.6% 18.1%
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（営業利益率:%）（売上高:百万円）

＊24ページに記載の注記にご留意下さい。

企業文化の継承（ニデック流、組織の知識創造プロセス）

創業経営者の理想・経営観・情念を次世代へ継承・浸透させる取り組みを継続中

*

*








CEO CPO COO

お問い合わせ先

日本電産株式会社 IR・CSR推進部
Tel: 075-935-6140

E-mail: ir@nidec.com

注記:IFRS第３号「企業結合」の規定を適用しております。
前連結会計年度の三菱重工工作機械株式会社（現、「日本電産マシンツール」）の株式の取得及び工作機械事業を専業とする海外子会社３社の三菱重工グループが保有する

株式の全持分、並びに海外子会社が営む工作機械事業の事業買収により取得した資産、引き継いだ負債に関する公正価値評価が当第１四半期連結会計期間に完了致しました。
これにより前連結会計年度の連結財務諸表については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の当初配分額の見直しが反映された後の金額によっております。



業績推移・
製品グループ別状況

業績推移・
製品グループ別状況

補足資料

車載:当社E-Axleの出荷台数見通しと競争力

中国BEV市場におけるE-Axleの外製メーカーによる市場占有率で当社はNo.1!

2020 2025 2035 2045 2050

分水嶺

FY2030: 1,000万台

FY2025: 400万台
約10円/Wh

約14円/Wh

（JPY/Wh）

15

10

（台数）

*

*





省人化の波
（キーワード:産業用ロボット、サービスロボット、物流）

5G & サーマルソリューションの波
（キーワード:触覚、手振れ補正、放熱モジュール）

デジタルデータ爆発の波
（キーワード:高速・大容量、GAFA、巣ごもり）

省電力化と
コロナ後の波

（キーワード:殺菌、衛生、巣ごもり）

車載用モータ

家電用モータ

冷蔵庫用コンプレッサ

ニアライン用HDDモータ

ファン
モータ

べーパーチャンバー ヒートパイプ

減速機

ドローン用モータ

ADAS関連製品

無人搬送台車

トラクションモータシステム
（E-Axle）

脱炭素化の波
（キーワード:走る・曲がる・止まる、安全・快適、熱マネジメント）

20.6%
(22.6%)

3.9%
(5.2%)

16.7%
（17.5%)

13.5%
(10.0%)

3.6%
(3.7%)

その他小型モータ
光ディスク装置用モータ、
ＯＡ機器用モータ、
ポリゴンレーザスキャナ用
モータ、産業用ロボット、

ＭＰＵ冷却用ファン、
ゲーム機用ファン、
ＰＣ・通信機器用ファン、
家電用ファン、
自動車用ファン、
携帯電話用振動モータ、
ブラシ付モータ、
ステッピングモータ、
モータ駆動ユニット

HDDモータ

0.2%
(0.2%)

サービス、オルゴール関連商品

家電・商業・産業用家電・商業・産業用

機器装置機器装置

電子・光学部品電子・光学部品

その他その他 (   )内のパーセントは昨年度の構成比率

精密小型モータ精密小型モータ

カメラシャッタ、スイッチ、トリマポテンショメータ、
部品加工、樹脂成型品

基板検査装置、高速プレス機器、チップ
実装機、計測機器、変減速機、ＦＡ機
器、カードリーダー

21.0%
(21.8%)

41.2%
(41.7%)

5,404
億円

車載車載


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売上高（左軸）
営業利益（右軸）

四半期別の業績推移（売上高・営業利益）

WPR4

営
業
利
益
（
億
円
）

売
上
高
（
億
円
） WPR1

WPR2

WPR3

構造改革

リーマンショック

震災

タイ洪水

WPR4

-254

438 434 423 406

570

335 332 327
364

413

21年度1Q 2Q 3Q 4Q 22年度1Q

税引前利益 当期利益

【税引前利益・当期利益の推移（億円）】

4,475 4,632
4,965 5,110

5,404

446 446 443
369

447

10.0% 9.6% 8.9% 7.2% 8.3%

21年度1Q 2Q 3Q 4Q 22年度1Q

売上高 営業利益 営業利益率（％）

【売上高・営業利益の推移（億円）】

【キャッシュフローの推移（億円）】【配当金の推移（円）】

30.0 
35.0 

35.0 

30.0 30.0 35.0 

208 
232 

286

20年度 21年度 22年度

期末配当金 第2四半期末配当金 一株利益



230 245 

-220 

-463 

10 

-218 

21年度1Q 22年度1Q

営業CF 投資CF フリーCF

（予）

（予）

（予）

＊24ページに記載の注記にご留意下さい。



1,013 1,038 
1,161 

1,037 1,111 

123 
108 

140 

53 

130 

21年度1Q 2Q 3Q 4Q 22年度1Q

売上高 営業利益

【精密小型モータ（億円）】 【車載（億円）】

【機器装置（億円）】

447 507 589 613 
731 86 

108 106 112 

134 

21年度1Q 2Q 3Q 4Q 22年度1Q

売上高 営業利益

【家電・商業・産業用（億円） 】

1,864 1,916 1,978 2,108 
2,227 

196 209 

174 
203 

179 

21年度1Q 2Q 3Q 4Q 22年度1Q

売上高 営業利益



977 995 1,039
1,165 1,133

49 

34 
25 

-2 0 

21年度1Q 2Q 3Q 4Q 22年度1Q

売上高 営業利益

＊24ページに記載の注記にご留意下さい。


